イメージと見る者の間の知覚と経験について by 内海 昭子
























































































































の再発明』「表象 08」 星野太訳 表象文化論学会 2014 年、p.54 

































                                            
4 Georges Didi-Huberman(1953-) フランスの哲学者、美術史家。時間とイメージの関係について研究する。 
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6 Robert Barker (1739-1806) イギリスの画家、パノラマの発明者 
7 ベルナール・コマン『パノラマの世紀』野村正人訳、筑摩書房、1996 年、p.4  
 以下パノラマに関する内容を主に本書より参照している。 

































                                            
8 同上、P.12 
Fig.2 Cross section of Robert Barker's  































10 ジョナサン・クレーリー『観察者の系譜—視覚空間の変容とモダニティ』遠藤知巳訳、以文社、2005 年、p.168 











































て都会が田園風景となるのと同じである。」と述べている。ベルナール・コマン『パノラマの世紀』野村正人訳、筑摩書房、1996 年、p167  
同じく、ヴァルター・ベンヤミン「パリ、十九世紀の首都」『ベンヤミン・コレクション 近代の意味』浅井健二郎編訳、久保哲司訳、筑摩
書店、1995 年、p.336 
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文同上 p.150、p.225  
16日本にも遅れながらも 1890 年に上野や浅草にパノラマ館が建ち、人気を博した。やはり日本でも戦争のモチーフはよく扱われたという。
しかし、その後活動写真が登場することになり、日本ではそう長くは続かずに衰退していった。 
Fig.3 Illustration of the Mareorama, 
from Scientific American, 1900 
Fig.4 Illustration of the Cineorama balloon simulation, 
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27 同上 p.288 




































                                            
29 田中純「美術史の曖昧な対象 衰退期について」『批評空間 臨時増刊号モダニズムのハードコア』太田出版、 1995 年、p.281 
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はわれわれのうちに精神的な自動装置
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 ブルバキ・パノラマはスイスのルツェルンにあるパノラマである。1996 年から 2003 年にかけて修繕が行わ
れ、パノラマの建物を含んだ新しいビルが増設され、パノラマに映画館やカフェが併設された複合施設となって
いる。史学的には貴重とされる古い視覚装置と現代の市民に要求されている普通の平凡な映画館が一緒になって
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43 仏 “Étant donnés: 1° la chute d'eau / 2° le gaz d'éclairage.” 英 “Given: 1. The Waterfall, 2. The Illuminating Gas” 
44 デュシャンは遺作を 1946年から 1965年までニューヨークのアトリエで作り続け、フィラデルフィア美術館に寄贈するという遺言を残し、
1968 年 10 月 2 日パリで死去した。 
Fig.6 Marcel Duchamp “Étant donnés: 
































                                            
45 東野芳明『マルセル・デュシャン「遺作論」以後』1990 年、美術出版社、p.117 以下《遺作》の内容は本書を参照している。 
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“Let us consider two important factors, the two poles of the creation of art: the artist on the one hand, and on the other the spectator 
who later becomes the posterity.  
To all appearances, the artist acts like a mediumistic being who, from the labyrinth beyond time and space, seeks his way out to a 
clearing.” 
62 瀧口修造『マルセル・デュシャン語録』美術出版社、1982 年、p.82-87 
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encounter the moment-1 | mixed media 2012  
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